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➤本施設の特性を活かした利用促進への取組

➤施設・設備・備品の老朽化、経年劣化等への対応

➤業務実施体制の強化

人

③管理業務収支(①-②）

④自主事業収支

626,762

令和

21,938,215

2,895,000 3,545,500

利用者満足度

施設設備維持管理業務

➤芸術に関する創作的活動
の機会の提供に関する業務
➤芸術に関する講習業務
➤芸術に関する情報・資料
の収集及び提供に関する業
務
➤芸術に係る人材育成及び
交流促進に資するために必
要な業務

➤施設の使用の許可に関す
る業務

➤施設及び設備の維持管理
に関する業務
➤その他、芸術村を管理す
るために必要な業務

文化事業に関する業務

事業収入

190,340,000

（単位：円）

人

➤施設使用許可業務が適切

に行われた。
　建物:959件
　都市公園:２件

➤コロナの影響から未だ回復途上。平成30年からの趨勢比で

は、本館棟及び宿泊のみの利用者数は７割強程度。また、本
館併用宿泊者数は５割強程度で回復は思わしくない。

➤前年度と比較し、建物使用許可件数11.0%増、本館棟利用

率4.3%減、宿泊棟利用率2.6%減。

➤施設全体利用者数増の理由は、主にレストラン利用者数の

増によるもの。

令和

指定管理料収入

令和

管
理
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務
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実 施 状 況

➤新規文化事業の実施（レジデンスアーティスト回顧展、高等学校連携「楽器講習会」、

まるごと芸術村「Ｍチャレ映画作りを体験」　他）

➤利用者サービスの向上（宿泊棟給湯器等アメニティ設備の改良、宿泊棟の修繕・補修、

レストラン業者の更新　他）

➤各種文化事業が実施さ
れ、幅広い芸術分野の創
作・表現活動や人材育成、
地域交流の各事業が行われ
た。

➤施設修繕等、施設の維持
管理及び管理業務が適切に
行われた。

人

人

施設使用許可業務指定管理業務

業 務 内 容

現 状 の 課 題

～

年 度数 値 目 標

実 績 の 分 析

増　　減

改善方策等

全 指 定 期 間 令和8年3月31日

収 支 結 果

40,000

7

秋吉台国際芸術村

公益財団法人山口きらめき財団

➤利用者（来場者）アンケート調査を実施

➤満足度は、文化事業91.2％、貸館事業81.2％

➤ニーズに応じた主催事業の実施。レストランを活用した事業展開

➤改修、修理等が必要な設備の洗出しと修繕計画の策定

➤職員研修の充実(経理業務研修、芸術文化の専門研修、語学研修)、顧問税理士等の活用

令和3年4月1日

（ 利 用 者 数 ）

年度
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6 年度

目 標 値

令和 6 指 定 管 理 施 設 評 価 分 析 書

教育委員会事務 局 生涯学習スポーツ推進

指 定 管 理 施 設 名

指 定 管 理 者 名

所 管 部 署 課

利用促進に向けた
新たな取組

利 用 者 数

施 設 利 用 実 績

35,752

年度

15,344

20,408

参考

1,080,000


